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高
齢
者
痴
呆

研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー

4

月
に
オ
ー
プ
ン

D
C
R
C

開
所
式

束
北
福
祉
大
学
の
七
番
目
の
関
連
施

設
と
な
る
「
高
齢
者
痴
呆
介
護
研
究

・

研
修
仙
台
セ
ン
ター
」
(
せ
ん
だ
ん
の

盟
)
の
関
所
式
が三月
二
十
七
日
、
県

内
外
か
ら
多
数
の参列
者
を
集
め
、
盛

大
に
他
さ
れ
た
。

平
成
十
年
、
厚
生
省
(現
厚
生
労
働

省
)
は
高
齢
者
楠
呆
介
税
研
究
・

研
修

セ
ン
タ
ー
を
全国
三
カ
所
に
開
設
す
る

こ
と
を
決
定
し
た。
同
セ
ン
タ
ー

は
そ

の
う
ち
の
一
つ
で
、
東
北・
北
海
道

・

四
国
・
中
園
地
区
の
拠
点
に
な
る
。
運

営
は
社
会
福
祉
法
人
・

東
北
福
祉
会

(
板
橋
登
美
理
事
長
)
が
行
う
。
ほ
か

の
ニ
カ
所
は
東
京
都
杉
並
区
と
愛
知
県

大
府
市
。

午
前
の
式
典
で
長
嶋
紀
一
セ
ン
タ

ー

長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
、
板
橋
理
事
長

が
「
人
が人
と
し
て
尊
ば
れ
る
基
本
理

念
に
基
い
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
っ

し
た
。
続
い
て
萩
野
浩
基
学
長
が
「
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
で
き
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
。
皆
と
と
も
に
頑
張
っ
て
、
突
の
あ

る
も
の
に
し
た
い

」
と
精
し
た
。

来
賓
の
祝
辞
と
し
て
厚
生
労
働
省
の

伍
膝
忠
智
大
臣
官
蔚
縛
般
質
宮
城
山
山

の
坂
列
秀
司
副
知
郡
、
仙
ム
車
巾
の
久
水

郁
夫
収
入
役
が
大
臣
、
県
知
事
、
市
長

に
代
わ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
期
待
の
コ
メ

ン
ト

を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
参
列
者
は

セ
ン
タ
ー
内
を
歩
き
、
真
新
し
い
部
屋

を
興
味
深
げ
に
見
て
回
っ
た
。

午
後
に
は
「
痴
呆
性
高
齢
者
ケ
ア
」

(
中
公
新
役
)
の
若
者
で
、
N
H
K
福

岡
放
送
局
チ
!
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
も

あ
る
小
宮
英
美
さ
ん
が
「
グ
ル
ー
プ

ホ
l

ム
に
お
け
る
痴
呆
性
高
齢
者
の
ケ

ア
」
と
姐
し
て
、
記
念
橋
演
会
を
行
っ
た
。

自
ら
編
集
し
た
痴
呆
性
高
齢
者
介

髄
・

研
修
ビ
デ
オ「ぽ
げ
な
ん
か
忠
く

な
い
」
を
鑑
此
し
た
後
、
痴
呆
性
向
齢

者
を
取
り
巻
く
部
境
につ
い
て
倍
し
た
。

「痴
呆
性
高
齢
者
と
子
ど
も
が一
緒

と

言
う
の
は
巡
う
。
子
ど
も
はg
e
t

(物
事
を
吸
収
す
る
芯)だ
が
、
術
泉

性
高
齢
者
は
不
安
と
深
い
劣
等
感
に
さ

い
な
ま
れ
て
い
る
点
が
違
う」、

「ケ
ア

ワ
ー
ヵ
ー
は
と
に
か
く
相
手
を
脅
か
さ

な
い
こ
と
が
大
事」な
ど
。

グ
ル
ー

プ
ホ
1

ム
ケ
ア
の
特
徴
に
つ

い
て
は
「
何
か
で
き
る
こ
と
を
探
し
て

自
立
支
援
を
す
る
。
個
別
性
を
時
短
す

る
空
向
が
必
要
で
、
お
年
寄
り
が
継
続

的
に
生
活
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
」
と
説
明
し
た
。

最
後
に
「い
い
ケ
ア
を
受
げ
れ
ば
、

か
な
り
の
方
が
穏
や
か
な
老
後
を
過
ご

せ
る
。

自
分
に
と
っ
て
も

(
ピ
ヂオ
せ
)

搬
影
し
た
時
間
が
ヒ
l

リ
ン
グ
(癒
し
)

で
、
自
分
が
変
わった
気
が
し
た」
と

結
ん
だ
。

司
会
を
務
め
た
本
学
の
阿
部
芳
久
教

授
は
「こ
の
よ
う
な
講
演
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
、
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
旦
を
附
か
れ
た
施

設
に
し
た
い」と
話
し
、
締
め
く
く
っ
た
。

.
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ロ
月
認
可
予
定

経
済
上
や
家
庭
環
境
な
ど
諸
般
の
事

情
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
導}Tを
あ
き

ら

め
た
人
や
、
栢
制
の
現
場
で
働
き
な

が
ら
、
さ
ら
に
同
等
教
育
の
機
会
を
得

た
い
と
精
製
す
る
人
たち
に
一筋
の
光

明
を
も
た
ら
す
も
の
と
思
わ
れ
る

。

通
信
と
い
う
特
殊
性
か
ら
、
保
組
と

な
る
の
が
ス
ク
ー
リ
ン
グ{間
接
授
業)

と
現
場
実
習
。
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
仙
台

以
外
で
も出
張
授
業
と
し
て
各
地
で
実

施
さ
れ
る
予
定
。
現
場
実
習
は
本
学
の

関
連
施
設
を
最
大
限
活
用
し
、
合
わ
せ

て
卒
栄
生
が
勤
め
る
施
設
な
ど
全
国
九

二
ニ
カ
所
で
実
習
先
が
確
保
さ
れ
る
見

通
し
。
凶
年
制
大
学
に
な
っ
て
今
年
で

四
十
年
目
を
迎
え
る
本
学
な
ら
で
は
の

パ
ワ
ー
が
発
揮
さ
れ
る
。

通
信
教
育
で
取
得
で
き
る
資
絡
に
は

国
家
資
絡
で
あ
る
社
会
福
祉
士
と
精
神

保
健
福
祉
士
の
両
受
験
資
絡
、
基
宮
教

育
主
事
任
用
資
稿
、
限
定
心
型
士
な
ど

が
あ
る
。

ま
た
、
学
部
の
通
僧
教
育
と
並
行
し
、 博

士
諜
程
の
新
設
が研究
機
関
と
し
て

の
本
学
の
役
割
、
可
能
性
を
高
め
る
。

入
学
定
只
は三
人
を
予
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
学
院
総
合
福
祉
研
究
科

に
稲
祉
心
思
学
専
攻
修
士
総
程
を
新
設

す
る
。

大
学
院
に
は
現
奄
修
士
限
程

の
社
会
桐
祉
学
専
攻
だ
け
が
般
け
ら
れ

大
学
院
で
も
通
信
制
の
修
士
蹴
程
設
世

の
申
請
を
行
っ
て
い
る
。
従
来
の
通
学

制
に
加
え
、
社
会
人
にも
広
く
門
戸
を

聞
く
も
の
と
し
て
期
待
され
て
い
る
。

こ
れ
以
外
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
申
知
計

画
が
あ
る
。
ま
ず
、
大
学
院
総
合
福
祉

学
研
究
科
社
会
福
枇
学
専
攻
博
士
蹴
程

の
新
設。
現
在
あ
る
修
士
線
程
に
加
え
、

主
な
目
次
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東北福祉大学は 1875 年 (明治 8 年) に曹洞宗専門支校として誕生した。幾多の変遷を重ね

昭和 37 年1958 年 (昭和 33 年) に短期大学になり、 62 年 (同 37 年) に四年制大学に昇格、社会福祉学

部社会福祉学科を設置した。 短大時代から数え、今日まで卒業生の数は約 2 万 7 千人に発展

時

念
願
の
4

年
制
に

(1962 年)

当

こ
の
年
の
四
月
、
第
六
次
南
極
観
測

隊
の
隊
只
を
乗
せ
た
宗
谷
が
東
京
港
に

帰
港、

五
五
年
か
ら
足
掛
貯
七
年
聞
の

観
測
事
業
を
無
事
終
了
し
た
。
八
月
、

堀
江
謙

一
さ
ん
が
小
型
ヨ
ッ
ト
で
太
平

洋
を
横
断
。
十
月
、
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ

世
界
フ
ラ
イ
級
タ
イ
ト

ル
マ
ッ
チ
でF

原
回
が
ポl
ン
・

キ
ン
グ
ピ
ッ
チ
を
破

り
初
の
王
者
に
な
っ
た
。
同
月
、
ケ
ネ

デ
ィ

米
大
統
領
が
キ
ュ
ー
バ
へ
の
海
上

封
鎖
を
宣
言

、

世
界
を
震
揺
さ
せ
た

か

キ
ュ
ー

バ
危
機μ
が
起
v
」
る
な
ど
内

外
と
も
に
波
乱
に
満
ち
た
。

そ
ん
な
中

、

前
年
九
月
に
文
部
省
に

東
北
福
祉
大
学
設
置
認
可
申
請
容
が
提

出
さ
れ
、一月
二
十
日
、
荒木万
寿
夫
文

部
大
臣
か
ら
正
式
な
認
可
が
下
さ
れ
た
。

既
に
社
会
福
祉w玄
音
に
お
い
て
は
社

会
稲
剖
主
事
の
設
成
は
四
年制大
学
で

行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
秘
論
が
大
勢

を
占
め
て
い
た
。
現
実
的
に
も
短
大
で

は
社
会
福祉
主
事
の
任
用
資
格
し
か
取

れ
な
か
っ
た
。
今
回
、
四
年
制
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
身
体
障
害

者
・

福
祉
士
・

精
神
薄
弱
者
福
祉
土
及

び
児
立
福
祉
士
な
ど
の
任
用
資
格
が
取

得
可
能
に
な
っ
た
。
四
年
制
へ
の
昇
格

ここに大学の時々 を振り返る。

第 2 回は四年制大学に昇格した 1962 年 (昭和 37 年) 。 当時を一期生の佐藤春樹さん (57 )

に回想していただいたロ

した。 21 世紀を迎え、

が
も
た
ら
す
効
果
は
絶
大
で
あ
り

、

東

北
・
北
海
道
地
雇
に
お
け
る
福
祉
関
係
志

望
者
に
と
っ
て
の一大
柄
恩
で
あ
っ
た
。

殻
出
要
項
に
よ
る
と
所
在
地
は
仙
台

市
荒
巻
西山

一番
喝
総
坪
数
は
三

、

二
九
一
坪
。
社
会
福祉
学
部
社
ムE福
祉

学
科
、
入
学
定
員
五O人

、

総
定
員
二

O
O
人
。

付
属
施
設
に
図
瞥
館

、

研
究

室
(
一九
)
及
び
実
習
場
とし
て
付
属

幼
稚
図
が
あ
る
。
図
合
総
数

一九
、
五

0
0
冊
。
初
年
度
の
入
学
金
は

一万
円

、

授
業
料
年
額
は
三
万
六
千
円
だ
っ
た
。

学
長
は
朽
木
正
巳
、
教
授
に
山
田
沼

林
、
舘
岡
剛
(
と
も
に
宗
教
・
倫
理
学
)、

川
辺
喜
三
郎
(
社
会
学
)
、
佐
牒
恒
雄
(
教

育
心
理
・

児
詑
心
理
学
)

、

新
明
正
道

(
社
会心
理
学
・

社
会
病
理
学
、
社
会

福
祉
学
特
諮
)
、
井
上
泊
四
郎
(
社
会
福

祉
威
論・
社
会
保
問
総
論
)
ら
が
い
た
。

大
学
の
態
勢
づ
くり
は
泊
々
と
進
み
、

や
が
て
全
国
に
そ
の
名
を
広
め
る
政
式

野
球
部
も
こ
の
年
に
誕
生
し
た

。

北から望んだ昭和 37 年当時の校内

ん
ー

佐
藤

掛
さ
ん
は
宮

開
城
県
仙
台

佐
保
健
福
祉

事
務
所
の
副
所
長
と
し
て
活
躍
中
で

す
が
、
四
年制
大
学
の
一
期
生
で
す
ね
。

そ
う
で
す
。
昭
和
三
十
七
年
に
入

学
、
四
十
一
年三月
に
卒
業
し
ま
し
た
。

|
当
時
は
ど
ん
な
様
子
で
し
た
か
。

短
大
と
並
行
し
て
大
学
が
あり
ま

し
た
。
短
大
か
ら
二
、
三
年
生
に
編
入

し
て
く
る
学
生
も
い
ま
し
た
が

、

互
い

に
顔
を
知
っ
て
い
る
の
で
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た

、

い
い
雰
囲
気
で
し
た
。

|
校
舎
は
覚
え
て
い
ま
す
か
。

も
ち
ろ
ん
。
大
学
が
三
つ
、
高
校
を

本
学
図
古
館
の
西
側
に
ご
十
一
世
紀

に
ち
な
ん
だ
建
物
が
新
築
さ
れ
た
。
そ

の
名
も
「
2
0
0
1

館
」。
地
上
四
階
建

て
で
総
面
積
は
約
七
五
O
平
方
れ
。
昨

年
十

一月
二
十
日
に
着
工
し、

今
春
三

月
二
十
日
に
完
工
し
た
。
開
設二年
目

を
迎
え
た
情
報
福
祉
学
科
の
学
生
が
学

ぶ
教
室
が
二、

三
階
に
ニ
教
室
ず
つ
、

ドともに万全

館完成
ソフト，ハー

2001 

現在の本校地

四
階
に
研
究
室
が
五
つ
設
け
ら
れ
た
。

各
教
室
に
は
最
新
の
パ
ソ
コ
ン
が
ズ

ラ
リ
。
工
作
室
と
呼
ば
れ
る
教
室
に
は

視
実
聴

'H障
害
者
向
付
の
ソ
フ
ト
、

ハ
l

ド
が
備
わ
っ
た
マ
シ
ン
が
一
一
ペ
ム
ロ

あ
り
、
福
祉
大
学
ら
し
く
障
害
者
も
実

習
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
三
教
室

に
は
三十
台
ず
つ
設
置
さ
れ
、
そ
の
う

ち
の
二
台
が
車
い
す
で
移
動
が
で
き

れ

ぱ
、
陣
容
者
が
使
え
る
ハ
l

ド
を
備
え

て
い
る
。

P
C
2
5
0

台
に

三
階
の
二
教
室
に
は
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
が
四
台
ず
つ
設
問
さ
れ
、
発

表
や
授
業
に利
用
さ
れ
て
い
る
。

新
規
導
入
さ
れ
た
分
と
従
来
か
ら
あ

る
図
古
館
棟
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
実
習
室
の

百
四
十
台
を
合
わ
せ
る
と
、
合
計

一
一
百

五
十
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
勢
ぞ
ろ
い
し

た
。
情
報
福
祉
学
科
の
二
十

一世
紀
は

最
新
マ
シ
ン
と
と
も
に
進
行
す
る
。

な
お

、

「2
0
0
1

館
」に
先
立
っ
て

本
学
北
側
のH
|
2

G
y

m
隣
に
は
地

下
一階
、
地
よ
二
階
建
て
の
大
学
院
椋

が
新
設
さ
れ
た
。
総
面
積
約
九
三
O
平

方
M
。
平
成
十一年
九
月
二十
日
活
工
、

同
十
二
年
三
月
十
五
日
に
完
工
し
た
。

地
下
一階
に
プ
レー
ル
l

ム
、

相
談
室、

観
察
室、

地
よ
一
階
に
学
生
相
談
室
、

演
習
室
、
同
二
階
に
大
学
院
生
研
究
室
、

研
究
室
な
ど
が
設
げ
ら
れ
て
い
る
。

期
生
の
佐
藤
さ
ん
が
語
る

含
め
て
凶
つ
建
物
が
あ
り
ま
し
た
。

印
象
に
残
る
先
生
は
。

パ
レ
!
部
に
所
属
し
てい
た
の
で

顧
問
の
背
木
博
教
授
に
お
位
話
に
な

り
ま
し
た
。

一緒
に
飲
ん
だ
り、

相
談

に
も
よ
く
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

|

パ
レ
1

部
は
強
か
っ
た
で
す
か
。

い
い
え

、

弱
か
っ
た
で
す
。
た
ま
に

公
式
戦
で
勝
っ
た
り
す
る
と練習
試

合
を
申
し
込
ま
れ
、
気
分
が
よ
かった

こ
と
を
党
え
て
い
ま
す
。

ー
ど
ん
な
位
の
中
で
し
た
か
。

仙
台
に
市
氾
が
走
っ
て
い
て
、
地
図

を
見
る
と
大
学
は
外れ
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
今
は
ど
瓦
ん
中
で
す
ね
。
久

し
ぶ
り
に
訪
れ
た
人
は
ピ
ッ
ク
リ
で

し
ょ
う
。
そ
れ
だ
廿
学
校
周
辺
が
開
発

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

ー

今
日
の
大
学
を
見
て
、感
組
を
。

昔
で
は
想
像
で
き
な
い
く
らい
発

展
し
て
い
ま
す
。
学
生
数
平

、

ク
ラ
プ
で

日

本
一
に
な
る
な
ん
て
夢
の
夢
で
し
た
。

最
後
に
草
業
生
薪
附
に
ひ
と
こ
と
。

口
に
出
さ
な
い
ま
で
も
皆

、

母
校
を

愛
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
形
に
な
れ

ば
な
お
さ
ら
盛
り
上
が
り
ま
す
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
御
子
弟
の
進
学
に
つ

い
て
は
入
試
事
務
室
へ
御
相
談
下
さ
い
。
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総
合
福
祉
学
部

(
3
5
0名
)

(1
0

0

名
)

(
1
5
0
名
)

(
1
0
0
名
)

h1
0
0

名

〕

温見キャンパス10: 00-16ω 

仙台(本学)のほか下記の地方会渇で実施

割線中嶋予備学僕(大通鎗校劃
膏蕊アスパム

東京 東京厳集大学(世図谷キャンパス)
新渇:新治商工会観所

二三司問団戸司

開。臨日

7 月初日{祝)

8 月 5 閏(日)

8 月" 日(目)

9 月日目{復}

w月"日{目)
大学祭

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

専門課程

(福祉系)推薦

B 日平呈

一般推薦

A 日平呈
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第 13 回社会福祉士と第 3 回精神保健福祉士の両国家試験の合格者が 3 月初日に発表され、 4 月 2 日の宮

報に掲載された。 社会福祉士の本学現役合格者数は 101 人と 2 年連続の 3 けたに乗り、合格率は 44.4%と史
上最高を記録した。 対して全国の合格率は前回より 2.5 ポイント下がる 26.5%にとどまり、本学の健闘ぷり

社福士合格率史上最高ヘ
が光った。卒業生は 63 人が合格し、現役と合わせると 163 人に上った。 一方、精神保健福祉士は現役で 23

人が合格し、合格率は 74.2%、全国の 63.1%を 11.1 ポイン卜上回った。

障
害
を
克
服
し
た
ニ
人

今
回
の
社
会
福
祉
士
国
家
試
験
に
見

事、

現
役
合
格
を
果
た
し
た
の
が
今
春

、

総
合
福
祉
宇
都
社会福
祉
学科
を
卒
業

し
た
及
川
智
く
ん
と
本
的
寿
子
さ
ん

だ
。
及
川
く
ん
は
先
天
性
脳
性
麻
停
に

よ
る
四
肢
及
び
言
語
機
能
障
害
と
い
う

ハ
ン
デ
を
吹
き
飛
ば
し
て
の
快
挙
で
あ

り
、
四
月
二
十
三
日
付
の
河
北
新
報
タ

及
川
く
ん

木
輔
さ
ん

精
福
士
も
健
闘

全
体
の
車
が
下
が
る中で
、
本
学
現

役
受
験
者
の
合
格
車
は
史
上
最
高
の
四

四
・

四
%
を
マ
ー
ク
し
た
。
学
生
の
頑
張

り
は
も
ち
ろ
ん
、
教
員
、
社
会
福
祉
研
究

室
ス
タ
ッ
フ
、
職
員
の
力
が
結
集
し
た

成
果
と
い
え
よ
う。
担
当
指
導
教
員は

「数
字
は
上
が
っ
て
き
た
が
、
ま
だ
ま

だ
。
ζ

れ
か
ら
も
頑
張
る
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
と
さ

ら

に
気

を
引
き
締
め
て
い
る
。

今
後
、
社
会
福
祉
士
の
受
験
希
望
者

に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
「
プ
ロ
に
な
る

と
い
う
意
識
を
持
ち

、

そ
の
た
め
に
も

資
格
を
し
っ
か
り
取
る
こ
と
が
大
事
」

と
指
噂
教
員
は学
生
を
し
っ
た激
励
す

る
。
社
会
福祉
士
の
登
録
者
数
は
昨
年

末
で
二
四
、
一一
一
人
、
地
域
福
祉
活
動

の
制
整
者
及
び
ソ
l

シ
ヤ
ル
ワ
l

カ
ー

と
し
て
活
路
し
て
い
る
。

一
方、

国
家
資
絡
に
な
っ
て
今年
で

三
回
目
の
粕
神
保
健
福
祉
士
に
は
過
去

最
多
の
二
十
三
人
が
現
役
合
格
を
果
た

し
た
。
精
神
保
健
福
祉
士
は
精
神
病
院
、

病
院
、
診
療
所
、
保
健
所
な
ど
で
、
援
助

を
必
要
と
し
て
い
る人に
直
接
相
談
援

助
を
行
っ
たり
、
社会
調
査
実
施
な
ど

の
専
門臓
員
と
し
て
従
事
す
る
。
福
祉

-
一l
ズ
の
多
機化
に
伴
い、

今
後
ま
す

ま
す
の
活
躍
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

(3) 

刊
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。

大
学
入
学
後
の
四
年
間
、
仙
台
市
太

白
区
の
自
宅
か
ら
両
親
に
送
ら
れ
て
の

通
学
。
車い
す
で
授
業
に
臨
む一方
で
、

体
育
系
同
好会
の
「ハ
ン
デ
ィ
ス
ポ
ー

ツ
ア
ド
バ
ン
ス
チー
ム
」
に
所
属
し
た

行
動
派
で
も
あ
る
。

入
学
前
か
ら「将
来
は
社
会
福
祉
分

野
で
働
きた
い
」
と
い
う
希
望
が
あ
っ

て
社
会
福
祉
土
の
国
家
資
格
に
挑
戦
し

た
。
受
験
に必
要
な
二
十
四
日
聞
の
社

会
福
祉
援
助
技
術
現
場
実
習
も
仙
台
市

太
自
陣
容
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
無
事

、

終
え
た
。
巡
回
指
導
を
行っ
た
赤
塚俊

治
助
教
授
は「
利用
者
と
積
極
的
に
か

か
わ
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
和
気
あ

い
あ
い
と
解
け
込
ん
で
い
た
」
と
評
価

し
た
。

O
B

で
障
害
を
持
ち
な
が
ら
福
祉
の

分
野
で
活
搬
す
る
伊
藤
沼
市
さ
ん
(
平

成
十
年卒
)
には
「バ
イ
タ
リ
テ
ィー
が

あ
っ
て
尊
敬
し
て
い
る
。
障
害
者
が
生

活
し
や
す
い
社
会
部
境
に
つ
い
て
話
せ

た
ら
」
と
交
流
を
希
望
し
て
い
る
。

両
親
に
感
謝

こ
れ
ま
で
見
守
っ
て
く
れ
た
両
親
に

は
「
感
謝
し
て
い
る
。
今
ま
で
は
甘
え
た

け
れ
ど
今
後
は
自
立
の
追
を
探
し
た

い
」
と
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
た
。

一方
の
木
嶋
さ
ん
は
先
天
性
聴
覚
障

容
の
た
め
右
の
耳
奥
に
人
工
内
耳
を
装

着
し
て
い
る
。
授
業
で
は
友人
が
そ
ば

に
い
て
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
(
刊
制
裁
を
メ
モ

し
、
伝
え
ること
)
の
助
貯
を
受
け
な
が

ら
、
ハ
ン
デ
を
補
っ
た
。

ぜ
ミ
で
指
導
し
た
原
鉄
哉
教
慢
は

「考
え
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
要
点

を
的
確
に
ま
と
め
て
い
た
。人
前
で
話

す
力
も
倒
れ
て
い
た」
と
太
鼓
判
を
押

し
た
。

そ
ん
な
木
嶋
さ
ん
は
昨
秋
、
栃
木
県

の
職
員
採
用
試
験
を
突
破

、

今
春
か
ら

本
庁
の
企
画
部
統
計
課
に
所
属
す
る
。

「少
し
で
も
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
理

解
が
広
め
ら
れ
たら
」
と
い
う
希
望
を

抱
い
て
、
日
々
頑
張
っ
て
い
る
。

ゴ
ル
フ
男
子
2

位
、
女
子
3

位

最
優
秀
選
手
は
独
占

ゴ
ル
フ
の
第
三
十
八
回
全
日
本
大
学

対
抗
戦
と
第
二
十
四
回
全
日
本
女

子
大

学
対
抗戦
が
六月
十
三
、
十三
の
両
日
、

宮
城
川
町
富
苔
町
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ヒ
ル
ズ

G
C
(男
子
7
1
0
8

ヤ
ー

ド
、
女
子6

1
9
1

ヤ
i
F

、
パl
η
)
で
行
わ
れ

た
。
男
女
と
も
初
日
三
位
の
本
学
は
最

終
日
に
巻
き
返
し
を
狙っ
た
が、
男
子

は
二
位
の
日
大
を
抜
い
た
も
の
の
首
位

日
体
大
に
四
打
及
ば
ず
準
優
勝
。
女
子

は
初
日
同
様
の三
位
に
と
ど
ま
っ
た
。

な
お
、
男
女
と
も
最
優
秀
選
手
は
宮
里

健
作
く
ん
(
三
年
)
と
斉
藤
美
香
さ
ん

(
四
年
)
の
本
字
選
手
が
獲
得
し
た
。

制
一
同

一間
一
蹴

斎藤主香さん

男子成
大 ー亨ー「窃目
自体大 | 四5

車北相祉大 | 四7
日大 ! 目。
女子成約

1 | 日大 3凹 324 633 
2 | 近大 317 322 6凹

3 | 東北布砲t大 3叩 319 6田

順位はチーム上位 4 人の合計ストローク。女子 2 、 3 位は
5 人目の成制による

~'I 
2 日目

294 
286 
298 

富里優作《ん

腕一I-
2一3

野
球
部
不
完
全
燃
焼
の
ベ
ス
ト
8

第
五
十
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権

記
念
大
会
は
東
京・明
治
神
宮
野
球
場

で
六
月
十二
日
に
閉
幕
し
た
。
十
九
年

連
続
イ
九
度
目
出
場
の
本学は

一
ん
九

一
年
に
優
勝
。
昨
年
は
5

度
目
の
準
優

勝
を
飾
り
、
秋
の
明
治
神
宮
大
会
を
含

め
る
と
そ
の
数
は7
度
を
数
え
る。
健

勝
候
補
に挙
げ
ら
料
て
いた
が
、
半々

決
勝
で
立
命
館
大
学
(
関
西
学
生
)
に
逆

転
負
貯
を
喫
し
、
ペ
ス
ト
4
進
出
品
な

ら
な
か
っ
た
。

不
完
全
燃
焼
の
チーム
に
「と
に
か

く
打
て
な
か
っ
た」
と
伊
藤
議
博
監
督

は
総
括
し
た
。
初
戦
の
九
州
国
際

大
学、

2

回
戦
の
岐
阜
聖
徳学
園
大
学
と
も
ス

コ
ア
は
3
1

で
勝
利
し
た
が
、
安
打

数
で
は
い
ず
れ
も
相手よ
り

少
な
か
っ

た
。
打
て
な
い
分、
投手
陣
は
踏
ん
張
っ

た
。
エー
ス
児
玉
其
三
、
熊
谷
陵
(
い
ず

れ
も
凶
年
)、
山
本
隆司
(
二
年
)
が
フ

ル
回
転
し
、
ベ
ス
ト8
ま
で
は
こ
ぎ
つ

ナ
た
。

し
か
し
、全
国
大
会
は国
〈
な
い
。V」

こ
か
ら
先
は
投
打
が
か
み
合
わ
な
け
れ

ば
勝
ち
進
め
な
か
っ
た
。
対
立
命
館
大

学
戦
は
九
回
に
無
念
の
サ
ヨ
ナ
ラ
負

け
。
安
打
数
で
も
本
学
5

に
対
し
、
相
手

は
7

だ
っ
た
。
打
線
は
水
物
と
は
よ
く

言
わ
れ
る
が
、
伊
藤
蹴
倍
は
「も
っ
と
打

て
る
よ
う
に
チ
l

ム
を
立
て
直
す
」
と

杖
へ
の
課
題
を
掲
げ
だ
T

7
1

回
戦

九
州
国
際
大
学
(
九
州
六
大
学
)

n
u
n
U
ハ
U

ハ
U
ハ
U
n
u

3
0
0
 
0
0
0
 

東
北
福
祉
大
学
(
仙
台
六
大
学
)

7
2
回
線

東
北
福
祉
大
学

n
U
A
U
T
A
一
つ
d

o
o
-
-1
 

岐
阜
聖
徳学
園
大
学
(
束
海
地
区
)

マ
準
々
決
勝

東
北
福
祉
大学

n
U
Aリ
ハ
υ

ハ
リ
ハ
リ
q
L

ハ
U
A
U
ハ
U

ハ
u
n
u
n
u

0
0
0
 
0
1
0
 

A
U
A
υ
n
υ
 
A
U
A
U
ハ
U

立
命
館
大
学
(
関
西
学
生
)

五
感
に
訴
え
た
3

日
間
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れ五る量採 ら 均ィ l 定両ナせでに 」れ、のカモ I由 学

体
験
文
で
入
賞

仙
台
学
生
雇
用主
協
議
会が
主
催
す

る
第
五
回
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
体
験
文
コ

ン
テ
ス
ト

で
社
会
教
育
学
科
四
年
の
菅

原
知
恕
子
さ
ん
が
見
事
、
入
江
者
に
選

ば
れ
た
。
五
月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル
仙
台

プ
ラ
ザ
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
表
彰
状

と
金
一封
が
則
ら
れ
た
。

テ
!
?
は

「ア
ル
バ
イト
体
験
から

得
た
も
の」。
受
賞
の
あ
い
さ
つ
で
「
ア

ル
パ
イ
?
で
礼
儀
を
学
びま
し
た
。
機

会
を
与
え
てく
れ
た
皆
様
に
感
閣
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
感
激
の
面

持
ち
だ
っ
た
。

ファンでにぎわう映画祭

吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

昨
年
、
初
め
て全
国
大
会
の
出
場
を

m
m
た
し
た
本
学吹奏
楽
部
の
ス
プリ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト

が
凹
月
三
十
一
日
、
音

楽
堂
吋
や
き
ホ
ー
ル
で
悩
さ
れ
た
。
メ

ン
バ
四
十
五
人
に
よ
る
前
・
後
半
の

二
部
桝
成
。
前
半
は
今
年
度
全
日
本
コ

ン
ク
ー
ル
の
保
題
曲
川

「あ
の
丘
を
こ

え
て
」
と
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
ダ
ン
ス

・
パ
l

卜

I

の
2

山
を
松
崎
泰
賢
さ
ん
(
仙
台

フ
ィ
ル
所
属
)
指揮
で
淡
奏
し
た
。

後
半
は
松
本
谷
容
さ
ん
(
三
年
)
と
園

田
顕
服
さ
ん
(二
年
)
が
指
如
し
、「パ
ッ

ク
ト
ゥ
ザフ
ュ
l

チ
ャ
l

」
、
「
エ
ン
ド

レ
ス
ラ
プ」
な
ど
映
画
や
ポ
ッ
プ
ス
で

お
な
じ
み
の
山
を
披
保
し
た
。
間
奏
で

ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
な

ど
独
奏
の
場
面
が
あ
り
、
詰
め
掛
げ
た

約
二
百
五十
人
の
腿
衆
か
ら
盛
ん
な
拍

手
を
浴
び
て
い
た。

代
表
の
栴
枠
麻
弥
さ
ん(三
年
)
は

「
全
国
を
経
験
し
た
こ
と
が
、
一
人
ひ

と
り
の
白
川
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
行
け
る
よ
う
に
と
皆
が
張
り
切
っ

て
い
ま
す
」と
意
気
込
み
を
話
し
た
。
新

入
部
民
も
例
年
の
儲
の
二
十
人
が
加
入

し
た
。
団
長
的
と
意
識
の
向
上
、

全
国出

場
が
相
乗
効
果
と
な
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ベ
l

ジ
が

本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
四
月
十
六

日
、
リ
ニ
ュ
l

ア
ル
さ
れ
た
。
デ
ザ
イ
ン

は
柑
円
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
背
と
、
自
に

優
し
い
緑
と
が
う
ま
く
配
色
さ
れ
て
い

る
。十

五
項
目
あっ
た
ペ
ー
ジは
洗
い
出

さ
れ
、
十
一
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
。

大
学
の
最
新
イ
ベ
ン
ト
を
伝
え
る
新
活

情
報
から
大
字
、
キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
、
入

試
、
就
職
情報
、
教
民
紹
介

、

図
出
館
、

文
化
施
設
、
付
属
研
究
所
、
関
連
施
設
、

同
#
ふ
ー
ま
で
、
訪
れ
た
人
が
興
味
の
あ

る
項
目
に
、
よ
り
分
か
り
ゃ
す
く
行
き

つ
け
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

マ
ウ
ス
操
作
に
も
新
趣
向
が
加
わ
っ

た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
案
内
の
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
M
A
P
を
聞
き
、
建
物
の
い
ず
れ
か

を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
拡
大
写
真
が
表
示

さ
れ
る
か
ク
リy
カ
プ
ル
マ
ップ
u
や

、

新

項
目
に
マ
ウ
ス
を
当
て
る
と
青

か
ら
水
色
に
色
が
変
わ
る
。
ロ
ー

ル
オ
ー

バ
ー
'
機
能
が
備
わ
っ
た
。

既
存
の
ベ
l

ジ
内
で
も
学
生

生
活
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば

、

ス

ポ
ー

ツ
速
報
を
含
む
口
刷
新
情
報

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
見

た
目
に
使
し
く
美
し
く
、
か
っ
た

め
に
な
る
。
本
学
の
H
P

を
訪
れ

た
人
は
き
っ
と
満
足
す
る
に
巡

し
な
し

アドレスは http://www. tfu . ac . jpH P で情報をチエ yクする学生
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白根市

現
職
に
大
差
を
つ
け
初
当
選

新潟県

東北福祉大学通信(第 2 号)

青
森
県

山
形
県

定
同

期

昨
年
十
一
月
十
一
日
に
発
足
し
た
背

森
県
同
窓
会
の
第二
回
総
会
が
七
月
十

四
日
{
土
)
に聞か
れ
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
周
到
な
準備が
進
め
ら
れ
てい
る
。

設
立
後
の期
待
感
と
母
校
愛
に燃
え

る
同
窓
生
が
集
ま
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
て

早
や
一
年、
順
調
に
歩
み
出
し
て
い
る
。

山
内
正
毅
会
長
を
中
心
と
す
る
役
員
は

数
回
に
わ
た
り
総
会
に
向
け
て
会
合
を

重
ね
て
き
て
い
る
。

準
備
状
況
は
順
調
で
、
す
で
に
提
出

総
擦
に
つ
い
て
の
資
料
を
蛇
え
、
総
会

を
待
つ
の
み
に
な
っ
て
い
る
。

役
員

一周
昨
年
に
比
し
て
よ
り
多

く
の
会
員
が出
席
し
て
も
ら
う
こ
と
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

争
総
会
日

時

平
成
日
年7
月
H
日
(
土
)
M
時

総

貫 主喜
オつ O オミ

茎 iZ 近 |ふ
;呆 I~
三 づ

窓
.,6. 
;z::;: 浅

虫
温
泉
病
院
内
石
田
康
正
宛

旬
結0
1
7

7
(
臼
)
3

0
0
4

ま
た
山
形県
同
窓
会
今
年
度
の
総
会

は
八
月
二
十
五日
(
土
)
十三時
か
ら
パ

<

州寸
|
」
組
織
力
強
化
へ
の
協
議
始
ま
る

州

川
一

一

昭
和
四
十
四
年
に
愛
好
会
動
き
が
活
発
化
し
て
き
た
。

川

芸

一
とし
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
ま
ずO
B・O
G会
の
き
古

川面
盟
主
主

一士
一年
の
肢
を
霊
計
画
を
た
て
、

現
在

対
す
る
金
川

川高
凶一
誇
る
本
学
混
声
合
町
一
時
鎖
的
援
問

O
B
・
O
G
同
士
の
讐
古

川

川一唱
一
今
や
全
国
に
散
ら
ば
るO

や
合
唱
な
ど
を
織
り
込
み
、
楽
し
め
る
川

山
合

一日
・
0
5

独
自
の
滞
納
と

会
に
す
る
高
だ
。
一
月
に
は
世
話
人
川

川
王
此
一
し
て
定期
演
奏
会
を
開
他
し
会
を
聞
き
具
体
化
に
向
げ
て
協
訟
を
始
川

酬
逗

一
て
い
る
が
、
そ
の一方
で
弱
め
た
。

州

制
一

一
声
合唱
団
O
B
・
O
G

会
」
の
ま
た
合

唱
練
習
の
場
と
し
て
本
学
の川

附
「
」

充
実
・
発
展
を
願
う
声
が
白
け
や
き

T

ル
・
リ

ハ
ー

サ
ル
室
が
関川

制
増
し
に
大
き
く
なり
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
放
さ
れ
、
楽

し
め
る
会
へ
の
発
展
を附

制
を
受
け
今
後
、
組
織
力
の
強
化
を
凶
る
願
っ
て
協
力
態
勢
が
敷
か
れ
て
い
る
。
附

罰

ー

社
会
福
祉
専
門
職
ガ
イ
ダ

，

ン
ズ
聞
く

。
保
育
士
課
程
受
講
者
対
象
に
。

青森県同窓会設立総会で捧拶する
初代山内会長 (平 12.1 1. 11 撮影)

ー

同
容
'タ
d
p多
準
備
の
掛
さ

栃
木
・

佐
賀
両
県
に
同
窓

会
設
立
の
動
き
が
出
て
き

た
。
岡
県
と
もに
在
住
同
窓

生
か
ら
「県
同
窓
会
を
設
立

し

て
は
ど
う
か
」
と
の
戸
が

聞
か
れ
、
発
足
に
向
け
気
速

の
間
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

五
月
十
七
回
に
栃
木県
在
住
の
猪
野

弘
行
氏
(
明
白・祉
相
革
)
か
ら
、
六
月

二
十
日
に
は
佐
到
県
在
住
の
山
中
柴司

氏
(
平9
・
祉
相
卒
)
か
ら
「協
力
闘
い

た
い
」
と
の
述
絡
が
同
窓
会
事
務
局
に 入

っ
た
。

同
局
で
は
た
だ
ち
に
参
考
資
料
や
岡

県
在
住
者名
簿
等
を
送付
し
、
協
力
を

約
束
し
た
。

争
連
絡
・
問
い
合
わ
せ先

O
栃
木
県
宇
都
宮
市

と
ち
ぎ
稲
祉
プ
ラ
ザ
栃
木県
社
会

相
祉
協
般
会
内
猪
野
弘
行
宛

包
括
0

2
8
(6
2

2

)0
5

乙
5

0
佐
沼
佐
翠
恩
納
町
六
千
申
政
六二六

干
8
4

P
6
8
6
1

山
申鼎
可
宛

包
括
0
9
5
2

(勾
)
2
5
2
8

編
組
の
人
づ
く
り
に
総
力
を
挙
げ
て
い
る
本
山
手
か
ら
初
め
て
市
長
が
誕
生
し
た
。
新
潟
県
白
根
市
の
吉
沢
真
澄
氏

(
昭和
五
十
年・
社
稲
卒
)
で
あ
る
。

同
氏
は
、
政
党
の
推
薦
も
組
織
の
支
援
も
受
け
な
い
n

草
の
根
選
挙u
で
再
選
を
目
指
し
て
い
た
現
職
を
大
差
を

つ

付
、
初当
選
し
た
。
あ
く
ま
で
市
民
参
加
の
新
し
い
福

祉
市
政
を
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
る

。

任
期
満
了
に
伴
う
新
潟
一
三
十
一
日
に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
一
う
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
小
学
校
入
学

県
白
根
市
長
選
挙
は
一
月
一
巣
、
無
所
開
刊
新
人
で
、
元
月
潟
村
住
民
課
一
ま
で
の
乳
幼
児
の
医
療
費
無
料
化
や
介

一
長
の
吉
沢
真
澄
氏
が
一
万
二
千
四
百二

一
躍
支
援
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

F
h
J
割以
宏扱
縦

一
十
五
裂
を
獲
得
、
現
職
に
三
千
四
百
四研

一
同
期
の
千葉
助
教
授
電
語
で
祝
意

限
除
手

掛

一突
き

つ
け
て
初当
選
し
ペ

一
李
主
宰
久
也
助
教
授
は
吉
沢
氏

保
育
士
陳
程
同
窓
会「宮

g

a
-
-
.，E
E
K
醐
浪

一
吉
沢
氏
は
父
正
五
氏
(
故
人・
元
市

一
と
共
に
学
ん
だ間
柄。
さ
っ
そ
く
日
唱

d
-
-
-
-
-
E
E
T
-
-

"

会
長
・

田
中
佳
二
氏
・

附
ω
・

祉
相g

u
-
-
-
-・
澗

一
き
2

一見
で
、
父
親
の
人
脈
を
生
か
し一
で
祝
意
乞
伝
え
、
「互
い
に
励
ま
し
合っ

ム
--
-
-
-
・
・

一
一
主

催
の
社
会
制
祉
専
門
戦
ガ
イ
ダ
ン
ス

コ
a
・
・
・
浩

一
な
が
ら
も
、市
政
の
刷
新
を
掲
げ
有
権

一
て
い
こ
う
」
と
約
束
し
た
。

ζ
闘
・

8
一者
の
さ
ま
た
。

一
吉
沢
市
長
の
学
生
時
代
を
思
い
笠
ハ
月

二
十
三
日
午
後
高
か
ら
李

凶
-
-
-
・
劃一
吉
沢
氏
は「聞
か
れ
た
市
政」、
「市
民

一出
し
た
同
氏
は
「
ま
じ
め
で
授
業
で
聞
か
れ
た

.. 
，
J
圃
・
問

一と
と
も
に
つ
く
る市
政
」
を
訴
え
続
け、

一を
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
。性
格

今
年
で十
一回
目
を
迎
え
た
ガ
イ
ダ

.
可
-
E

一
市
の
財
政
状
況
も
公
表
し
た
上
で情
報

一
員
し
い
だ
け
に
政
治
の
道
に
進
ン
ス
は
、
老
人

・

母
子
福
祉
・
児
童
・

保

い
h
・
・
・
・
・
E

一
公開
と
財
政
再
建を
目
指
す
方
針
。
一
む
エネル
ギ

ー
は
ど
こ
か
ら

で
る
育
所
関
係
の
現
場
で
活脱
し
て
い
る
本

一
ま
た
家
庭
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
よ
一
の
か
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
学

の
卒
業生
を
主
な
抑制
師
と
し
て、
学

レ
ス
グ
ラ
ン
デ
1

ル
(
山
形市
内
)
で
開
を
立
ち
あ
げ
、
同
窓
生
の
親
睦
と
交
流

悩
さ
れ
る
こ
と
が
内
定
し
て
い
る
。
こ
を
は
か
り
母
校
の
発
展
を
祈
念
し
昨
年

の
自
に
備
え
山
形
県同
窓
会
で
は
役
員
八
月
十
九
日
に
殻
立
し
歩
み
出
し
て
い

会
を
二
月

二
十
四
日
に
聞
き
、
総
会
開
る

。

総
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

仰
に
向
け
て
の
大
綱
を
決
め
て
単
備
に
は
次
の
通
り

。

と
り
か
かっ
て
い
る
。

山
形県
総
合
芸
福
祉
セ
ン
タi
内

a
a
a司正
が

岡
県
同
慾
会
は
、
平
成
十一年
六
月
佐
勝
正
州
宛

か
ら
卒
柴
生
有
志
に
呼
び
か
け
型
例
会
氾
話
0
2
3
(
64
1

)
4
0

3

4

生
の
保
育
災
習
へ
の
援
助
及
び
褐
祉専

門
職
へ
の
意
欲
を
換
起
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
た。

問削
師か
ら
、
実
習
に
対
す
る心梢え

や
就
臓
に
向
け
て
の
活
動
等
につ
い
て

体
験
に
基
づ
い
た
指
噂・
助言
が
あ
り
、

参
加
者
の
輸
が
広
が
っ
た
。

一れ
川
な
雰囲
気

花
見
の
会
開

く

ー

保
育
士
牒
程
同
窓
会
で
は
、
今
年
も

恒
例
の
花
見
の会
を
他
し
た
。

四
月
二
十
二
日
午
前
十
一時
か
ら
西

公
闘
に
会
員
の
家
族
も
同
伴
し
て
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
も
と
に
聞

か
れ
F、

佐
藤
美
恋
先
生
ご
自
慢
の
料
型
の
差

し
入
れ
や
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
話

し
に
心
が
な
ご
み
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
。

。
ク
ロ
ッ
カ
ス
ゴー
ル
デ
ン
基
金
表
彰

痴
呆
性
向
齢
者
介
躍
に
功
紛
の
あ
っ

た
人
に州
ら
れ
る
ク
ロ
ッ
カ
ス
ゴ
ー
ル

デ
ン
基
金
の
受
賞
者
に
本
学同
窓
の
部

向
裕
子
さ
ん(昭
刊・
祉
相
卒
)
が
選
ば

れ
、
平
成
十二
年
十
月
、
岡山県
笹
岡
市

で
聞
か
れ
た

「痴
呆
性
向
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
l

ム
国
際
ガ
ミ
ット
」
で
表
彰
さ

れ
た
。
部
向
さ
ん
は
昭
和
六
十

一年
か

ら
八
戸
市
で
痴
呆
性
両
院者
の
援
助
活

動
を
続
け
て
い
る
。

め
と
@

。

会
報
「
網
社
夢」
を
発
行

食
品
衛
生
コl
ス
同
窓
会
で
は
会
報

「
網
社
夢
」
第
十
三
号
を
三
月
に
発
行
し

た
。
同
会
は
好
評
を
符
て
い
る
「職
業
に

つ
い
て
揺
る
会」を
閲
似
し
て
い
る
が
、

こ
の
内
容
を
紹
介
す
る
記
事
を中心
に

し
て
綱
鈍
さ
れ
て
い
る
。

同
会
で
は
編
集
内
容
の
充
実
を
図
る

た
め
、
よ
り
多
く
の
会
員
か
ら
の
会
報

に
対
す
る
感
怨
や
芯
見
、
仕
事
関
係
の

情
報
や話
題
の
提
供
を
呼
び
か
吋
て
い

る
。

。

会
長
に
田
中
佳
ニ
氏選
出

本
ふ》
保
育
士
課
程
同
窓会
「育
み
の

会
」
第
十
一
回
総会
は
昨
年
十

一月
二

十
三
日
、
本
学
本
館
三
階
会
議
室
で
閲

他
さ
れ
た
。

本
学
か
ら
佐
勝
美
恵
先
生
と
鈴
木
容

彦
同
窓
会
部
務局
長
が
出
席
し
、
事
業

報
告
、
決
針
、
予
訴
な
ど
が
拍
手
で
承
認

さ
れ
た
。

ま
た
役
員
の
改
選
で
は
新し
く
田
中

佳
ニ
氏
(
昭
日・社
福
卒)
が
会
長
に
選

出
さ
れ
た
。
任
期
は一年
で
、
平
成
十三

年
十
月
三
十

一日
ま
で
。

懇
親
会
で
は、
子
ど
も
づ
れ
の
会
員

も
あ
っ
て
穏
や
か
な
雰囲気
の
な
か、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

佐藤美恵先生を囲んで

お
願
い

同
窓
会
員
の
方
で
、
住
所
等
に
変

励
が
あ
る
と
き
に
は
是
非
ご
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
本
学
同
窓
会
事
務
局

包
括

0
2
2
(
2
3
3
)
3
1
1
1

F
A
X
0
2
2
(
2
3
3
)
3
1
1
3
 

エデイ ンバラ展

芹
沢
鎧
介
美
術
工
芸
館

の
所
蔵
作
品
が
芹
沢
氏
死

去
後
、
初
め
て
大
西
洋
を

渡
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
聞
か

れ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「J
A
P
A
N
2
0
0

1

」の
一部
と
し
て
、
八
月

十
一
日
か
ら
十

一
月
凶
日

の
約
三
カ
月
間
、
ス
コ
ッ

I
l
--

ト
ラ
ン
ド
の
中
心
都
市
エ

デ
ィ
ン
パ
ラ
で4什
沢
鮭
介
凪u
が
行
わ

れ
る
。

外
国
を
旅
し
、
交
流
す
る
こ
と
を
こ

よ
な
く
愛
し
た
同
氏
は
一
九
二
七
年

(
昭
二
)
に
朝
鮮
を
訪
問
し
た
の
を
皮

切
り
に
六
六
年
ス
ペ
イ
ン
・

カ
タ
ル

ニ
ャ
美
術
館
、
六
八
年
米
国
西
海
岸

、

七

六
年
フ
ラ
ン
ス
国
立
グ
ラ
ン
・

パ
レ
美

術
館
、
七
九
年
米
国
ラ
ホ
ヤ
展
と
地
球

を
駆
け
巡
っ
た
。
八
凶
年
に
八
十
八
歳

で
生
涯
を閉
じ
た
が
死
後
、
九
七
年
か

ら
九
八
年
に
か
け
て米
国
リ
パ
サ
イ
ド

展
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
展
が
行
わ
れ
、
好
評

を
博
し
た
。

今
回
は
ヨー
ロ
ッ
パ
で
同
股
を聞
い

て
ほ
し
い
と
の
現
地
盟
望
に
応
え
る
形

で
実
巧
作
品
は
同
文
桁物
を
は
じ
め

東
北
照
め
ぐ
り
穴山
廓
風
、
風の
字
の

れ
ん
な
ど
代
表
的
作
品
は
計
1

5
8

点

に
及
び
、
伝
統
的
な
日
本
の
染
色
技
術

や
芹
沢
氏
が
生
み
出
し
た
自
在
な
文
様

と
美
し
い
色
彩
が
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く

伝
え
ら
れ
る
乙
と
に
な
る
。

ま
た
、
同
展
に
先
立
ち
同
工
芸
館
で

は
芹
沢
鮭
介
コ
レ
ク
シ
ョ
ン「ア
ジ
ア

の
敷
物」
展
が
四
月
二
十
日
か
ら
六
月

十
日
ま
で
捌
か
れ
た
。
芹
沢
氏
の
作
品

や
提
焼
・
切込
焼
、
明
治
・

大
正
の
氷

コ
ッ
プ
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

な
お
、
六
月二
十
三
日
か
ら
七
月三

十
一日
ま
で
「芹
沢
鮭
介
克
舗
の
椅
子
」

肢
を
開
悩
中
。
皆
様
の
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

物着文扇白

芹沢鎧介美術工芸館ご案内東北福祉大学

1 月初日(日) I 企画展芹沢蛙介コ νクション

I -世界の民族衣裳~
3 月 10 日(日) I 常設展芹沢桂介作品

〒 981 邸22 宮城県仙台市青葉区国見一丁目 8 需 l 号
車北福祉大字 2 号館内 TEL 但2-717-お18

FAXω2-717-3324 

9 月 22 日(土)

12 月 1 8 日(火)

開館時間
体館田

入館料

4 月 20 日(金)

1 
6 月 10 日(日)

6 月 23 日(土)

7 月 31 日(火)

12 月 19 日(水) -1 月 19 日(土)

特別展H期芹沢桂介~蒐JI!の椅子
常設展芹沢蛙介の肉筆画ほか

特別股 11田芹沢蛙介~蒐柴田椅子
常設展芹沢蛙介作品

~J間休館

1 月 29 日-2 月

1日は骨却します

10ω-16:30 (入館は 16: 00 まで)

創立記意日 (9/25) ・ 入試}捌
一般 ・ 300 円、大 ・ 高生 200 円、小 ・ 中生 lω 円

II 月 27-30 日
は体館します

E期休館8 月 1 日(水) -9 月 21 日(金)血
管

企画展芹沢蛙介コレクション

アジアの敷物
常設展芹沢桂介作品

内方て民1凹J嗣


